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春
日
市
の
家
計
簿

自
分
で
稼
ぐ
お
金（
自
主
財
源
）　
45
・
7
％
�

親
な
ど
か
ら
も
ら
っ
た
り
借
り
た
り
し
た
お
金（
依
存
財
源
）　
54
・
3
％
�

給　料（市税）�
 108億9千800万円 36.2％�

親からの援助金（国・県補助金など） �

 124億4千900万円 41.3％�

銀行からの借入金（市債） �

 39億1千400万円 13.0％�

家賃（負担金や使用料、財産運用収入など） 8億6千200万円 2.9％�

土地売払い（財産売払い収入） 1千900万円 0.1％�

お祝い金（寄附金） 5千万円 0.2％�
預金の取り崩し（繰入金） 4億6千800万円 1.5％�

昨年の余り（繰越金） 8億2千800万円 2.7％�

雑収入（諸収入） 6億4千200万円 2.1％�

平成14年度の市の決算

がまとまりました。決算

では、みなさんが納めた

税金や国・県からの補助

金などがどのくらい入っ

て、どのように使われた

かが分かります。

春日市の決算の内容を、

「家計簿」に例えて説明し

ていきます。

平成14年度の収入総額は301億3千万円。前年
度と比べると、約17億5千605万円の増額です。
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生
活
費（
義
務
的
経
費
）
　
47
・
1
％
�

そ
の
他
の
経
費
　
38
・
5
％
�

住
居
設
備
費（
投
資
的
経
費
）�

14
・
4
％
�

食　費（人件費） �

 42億1千900万円 14.3％�

薬　代（扶助費） �

 38億8千600万円 13.2％�

住宅ローンの返済（公債費） �

 57億7千200万円 19.6％�

家の増改築（普通建設事業費） �

 42億2千600万円 14.4％�

知人への援助（補助費など） �

 49億5千100万円 16.8％�

ガス・電気・水道・衣服代（物件費）�
 32億700万円 10.9％�

預　金（積立金） 7億6千500万円 2.6％�

町内会費（投資および出資金） 6億5千900万円 2.2％�

子どもへの仕送り（繰出金）�
 15億6千300万円 5.3％�

修繕費（維持補修費） 1億9千800万円 0.7％�

平成14年度の支出総額は294億4千600万円。
前年度と比べると、約19億16万円の増額です。

○自分で稼いだお金(自主財源)

市民税や固定資産税のよ

うに市が自主的に得ること

ができるお金のことです。

この自主財源の割合が高い

ほど市の自主性と安定性が

確保できます。

この財源は、昨年とほぼ

同額です。

○親などもらったり、借りた

りしたお金(依存財源)

国や県からもらった（交

付された）お金や銀行から

の借入金のことです（主に

国・県からの補助金や交付

税）。

この財源は、昨年より

12.0％増加しています。

○生活費(義務的経費)

市を運営していくために

必ず支払わなければならな

いお金のことです。

この中の｢薬代(扶助費)｣

は、生活保護費や児童手当、

高齢者医療や乳児医療など

のために使われるお金のこ

とを指します。

この経費の割合が低いほ

ど、健全な財政であるとい

えます。

この経費は、昨年より

15.6％増加しています。

○住宅設備費(投資的経費)

施設など将来に残すもの

のために使うお金のことで

す。

家計簿用語解説
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市には、2・3ページで説明した一般会計のほかに、特
定の事業を行うための7つ特別会計があります。
これらは、主に健康保険税や使用料などで賄われてい

ます。

○国民健康保険事業特別会計
歳入　68億3千200万円(一般会計から6億5千600

万円を補充)

歳出　66億500万円
○老人保健医療事業特別会計
歳入　66億9千800万円(一般会計から4億5千500

万円を補充)

歳出　66億6千600万円
○都市開発資金事業特別会計（春日原駅周辺整
備の公共用地先行取得事業）
歳入　6億600万円(一般会計から560万円を補充)

歳出　6億600万円
○駐車場事業特別会計（龍神池駐車場の管理運
営）
歳入　2千900万円(一般会計から1千100万円を補充)

歳出　2千800万円

○土地取得事業特別会計（公共用地先行取得）
歳入　2億1千800万円(一般会計から524万円を補充)

歳出　2億1千700万円
○介護保険事業特別会計
歳入　25億1千600万円(一般会計から4億3千万円

を補充)

歳出　25億1千600万円
○下水道事業会計（企業会計）
収益的（営業利益）

収入　25億6千900万円(一般会計から10億8千
100万円を補充)

支出　23億2千800万円
資本的（下水道施設の整備、建設改良経

費）
収入　7億6千200万円
支出　16億3千300万円

▽
�

▽
�

将
来
の
た
め
に
…

市
は
、
将
来
に
備
え
て
い
く
つ
か

の
基
金(

預
金)

を
積
み
立
て
て
い
ま

す
。そ

の
ひ
と
つ
は
、
財
政
調
整
基
金

で
す
。
不
況
な
ど
の
影
響
で
市
税
の

収
入
が
大
幅
に
減
っ
た
と
き
や
、
災

害
が
起
こ
っ
た
と
き
な
ど
、
思
わ
ぬ

出
費
に
備
え
た
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、「
都
市
緑
地
保

全
基
金
」
や
「
連
続
立
体
交
差
事
業

等
整
備
基
金
」
な
ど
、
特
定
の
目
的

の
た
め
に
積
み
立
て
る
基
金
も
あ
り

ま
す
。

グ
ラ
フ
①
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

「
財
政
調
整
基
金
」
は
毎
年
あ
ま
り

増
え
て
い
ま
せ
ん
。
市
の
財
政
に
余

裕
の
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

発
展
の
た
め
に
…

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
金
が
必

要
で
す
。
1
年
間
の
収
入(

市
税
な

ど)

だ
け
で
は
足
り
な
い
と
き
は
、

銀
行
な
ど
か
ら
借
金(

借
り
入
れ)

し

て
い
ま
す
。

14
年
度
に
借
り
入
れ
て
行
っ
た
主

な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
春
日
の
森
緑
地
保
全
事
業
　
9
千

3
0
0
万
円

○
白
水
大
池
公
園
整
備
事
業
　
4
千

9
5
0
万
円

○
春
日
西
中
学
校
校
舎
増
築
事
業

9
千
4
1
0
万
円

市
は
、
こ
れ
ら
の
借
金
を
減
ら
す

た
め
、
ま
と
め
て
返
済
す
る
繰
上
償

還
を
し
た
り
、
新
た
に
借
り
る
額
を

抑
え
た
り
す
る
な
ど
の
努
力
を
し
て

い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
②
）

景
気
の
低
迷
で
…

市
税
な
ど
定
期
的
に
入
っ
て
く
る

収
入
に
対
す
る
義
務
的
経
費
（
扶
助

費
や
公
債
費
な
ど
）
の
割
合
を
「
経け

い

常
収
支
比
率

じ
ょ
う
し
ゅ
う
し
ひ
り
つ

」
と
い
い
ま
す
。
こ
の

数
値
が
高
い
ほ
ど
、
財
政
が
苦
し
く

な
り
、
将
来
へ
の
投
資
に
使
う
こ
と

が
で
き
る
自
由
な
お
金
が
少
な
く
な

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

春
日
市
の
「
経
常
収
支
比
率
」
は

年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ

③
）。
景
気
の
低
迷
な
ど
で
市
税
の

収
入
が
減
っ
て
い
る
こ
と
と
、
扶
助

費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
の

一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

春
日
市
の
財
政
状
況
は
お
分
か
り

い
た
だ
け
ま
し
た
か
。

景
気
の
低
迷
な
ど
の
影
響
が
あ
る

も
の
の
、
市
は
、
よ
り
健
全
な
財
政

を
目
指
し
、
や
り
く
り
を
重
ね
て
い

ま
す
。

な
お
、
よ
り
詳
し
い
決
算
書
は
、

市
役
所
2
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
5

FAX

0
H.11 H.12 H.13 H.14

（単位：億円）�

10

20

30

40

50

60
①春日市の基金�

財政調整基金�

その他の基金�

41
44

49 49

21
1718

16

H.11 H.12 H.13 H.14

（単位：億円）�

460

500

540

580

620

660
②春日市の借り入れ金総額�

623

603598
580

H.11 H.12 H.13 H.14

（単位：％）�
88

84

80

76

72

③春日市の経常収支比率�

78.2

81.4

83.4

85.4
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国民年金に加入していた人が亡くなった場合、その
人の収入で生活していた家族に遺族基礎年金が支給さ
れます。
受給対象 子どもがいる妻または子で、亡くなった人

が次のいずれかに該当する人
死亡月の前々月までの国民年金加入期間の2/3以上

保険料を納めている(免除期間を含む)か、死亡日前
の1年間に保険料の滞納がないこと(特例)
老齢基礎年金を受給しているか、または老齢基礎年▽

�
▽
�

金の受給資格期間を満たしていること
※　｢子｣は、いずれも18歳になった年度の末日まで
の子（1・2級の障害をもつ場合は20歳未満）が対
象です。

受給金額(基本額) 79万7,000円＋子の加算額

詳しくは、お問い合わせください。
問い合わせ先 国保年金課
(584)1111 (584)1141FAX

救
急
患
者
の
応
急
的
診
療
の
み
行
い
ま
す
。

診
療
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

持
っ
て
く
る
も
の

健
康
保
険
証

※
　
詳
し
く
は
、
各
医
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

もしものときの…

遺族基礎年金

20歳の門出を祝う成人式を行います。
今回も「参加者全員が一体となった成人式」を合言
葉に、実行委員が準備を進めています。
式典終了後は、新成人自身が出演する舞台「成人式
○生劇場」を行います。また、中学校時代の先生にも参
加をお願いしています。恩師や友人との旧交を温める
場として、ぜひ、ご参加ください。
対象 昭和58年4月2日～昭和59年4月1日に生まれ

た人
※　対象者には、案内状を送ります。なお、住民登録
をしていない新成人も出席できます。

日時 平成16年1月12日(月) 午前10時～
(開場　午前9時30分～)

会場 ふれあい文化センタースプリングホール（大谷
6―24）

問い合わせ先 社会教育課
(575)4121 (593)7380FAX

大人の仲間入り

春日市成人式

年
末
年
始

歯
科
休
日
急
患
診
療

市からのお知らせ�

月　日� 医院名� 住　所� 電　話�

12月30日(火)�

12月31日(水)�

１月１日(木)�

１月２日(金)�

１月３日(土)�

１月４日(日)

きや歯科医院�

林歯科医院�

船越歯科医院�

やました歯科医院�

吉永歯科医院�

たむら歯科医院�

大賀歯科医院�

森歯科医院�

ひらせ歯科医院�

なごみ歯科医院�

とくだ歯科医院�

佐々木歯科医院�

那珂川町五郎丸�

太宰府市五条�

大野城市錦町�

太宰府市大佐野�

那珂川町道善�

太宰府市大佐野�

大野城市畑ケ坂�

筑紫野市杉塚�

那珂川町片縄�

大野城市瓦田�

春日市須玖北�

太宰府市朱雀�

953―7164�

922―6430�

572―6789�

924―3622�

952―6511�

925―1825�

596―6880�

924―7771�

952―9520�

575―0753�

588―5839�

925―2181

はやし�

ごろうまる�

ごじょう�

おお　さ　の�

おお　さ　の�

すぎづか�

かたなわ�

かわらだ�

す　ざく�

は た が さ か �

どうぜん�

にしきまち�ふなこし�

よしなが�

おお　が�

もり�

さ　さ　き�
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「春日市地区街づくり条例」基本方針（基本的な考
え方）に対する率直な意見を募集します。
この条例は、市民と行政の「協働

きょうどう

によるまちづくり」
を推進し、安全で快適な住みよい環境の市街地をつく
っていくために制定するものです。
基本方針は、市ホームページや、都市計画課やふれ
あい文化センター(大谷６―24)などにある冊子で見る
ことができます。
ぜひ、みなさんのご意見をお聞かせください。
提出方法 12月15日(月)～平成16年１月25日(日)

に、意見書をメールか郵送、または直接窓口で
提出する

○街づくり条例市民懇談会
この条例について意見交換したり、実際に市内で
行われている街づくり活動を紹介したりします。ぜ
ひ、ご参加ください
日時 １月25日(日) 午前10時～正午
場所 市役所大会議室
※　詳しくは、お問い合わせください。

提出・問い合わせ先 都市計画課（〒816―8501春
日市役所）
(584)1111 (584)1143
tosi@city.kasuga.fukuoka.jp

FAX

意見を聞かせてください

街づくり条例

県道那珂川
な か が わ

宇美
う み

線
の拡幅工事に伴い、
下白水警部交番が新
築移転します。
移転先は、現在地
の斜め向い(JA筑紫
春日支店東隣)です。
なお、新築移転後
の業務開始は、平成
16年4月の予定で
す。
新築工事期間 12月1日～平成16年3月31日
問い合わせ先 地域づくり課
(584)1111 (584)1153

地元で移転説明会
この移転に伴う地元説明会が、10月23日、JA筑紫春日
支店で行われました。
この説明会は、市と当交番が共同で行ったもので、管轄
内の自治会や公民館、子ども会育成会、PTAの役員など約
50人が出席。市の担当者と当交番署員が、移転のいきさつ
と工事内容について説明した後、参加者と質疑応答を行い
ました。
青柳
あおやぎ

所長は、「移転先も近く、管轄の区域も変わりません。
これまでどおりの地域安全確保に努めます」とあいさつし
ました。

FAX

移転します

下白水警部交番
今
年
度
設
立
準
備
に
取
り
か
か
る
「(

仮
称)

ま
ち
づ

く
り
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
基
本
理
念
や
施
設
、

運
営
組
織
の
あ
り
方
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

会
議
は
、
平
成
16
年
2
月
か
ら
8
月
ま
で
月
1
回
程

度
行
い
ま
す
。

対
象

18
歳
以
上
で
、
市
民
活
動
や
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
心
の
あ
る
人(

個
人
部
門)

か
、
市
内
で
活

動
し
て
い
る
市
民
団
体
な
ど(

団
体
部
門)

募
集
人
数
　

▽
個
人
部
門
5
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
）

▽
団
体
部
門
20
人

応
募
方
法

平
成
16
年
1
月
15
日
(木)(

必
着)

ま
で
に
フ

ァ
ッ
ク
ス
か
郵
便
、
ま
た
は
直
接
窓
口
で
次
の

も
の
を
提
出
す
る

▽
個
人
部
門
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書

き
添
え
た
作
文
（
テ
ー
マ
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

私
」
・
1

２
０
０
字
以
内
）

▽
団
体
部
門
　
地
域
づ
く
り
課
に
あ
る
応
募
用
紙

応
募
･
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

FAX

参
加
者
募
集

「(

仮
称)

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」設
立
準
備
会
議



先方への電話は12月15

日以降にお願いします。

【ゆずります】
●円テーブル 4～6人

用●ヤマハキーボード

脚付き いずれも4千

円 奥田 090(3013)

4802
●パーティードレス 女

児用 100～120cm

千円●ハリーポッターと
秘密の部屋ビデオ 英語

版(字幕なし) 500円●

ディズニービデオ各種

500～700円●50音学習
用おもちゃ ディズニ

ー 音声付き 500

円 豊福 (584)2500

●着物 無料 永田

(574)4127
●袋帯・名古屋帯 5千

～8千円●羽織 5千～8

千円●着物 大島 1万

円 吉本 (501)3017

【ゆずってください】
●おもちゃや絵本など

チャリティーおもちゃリ
サイクル交換会で使用

子育てネットワーク春日
(572)8740( 兼用)

※　リサイクルを進める

ためのコーナーです。

営利目的での利用はで

きません。なお、クレ

ームなどは当事者間で

解決してください。

FAX

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�
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《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名
(匿名は不可)、電話番号、
品物名(色、サイズ、特徴
など詳しく)、有料・無料
の別(有料の場合は1万
円を上限とする希望価
格)を書いて「〒816－
8501春日市役所広報担
当」あて送ってください。

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp
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春
日
市
役
所�

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
か
す
が
」
は
、
子
育
て
の
手
助
け

を
し
て
ほ
し
い
人(

お
ね
が
い
会
員)

と

子
育
て
の
応
援
を
し
た
い
人(

ま
か
せ

て
会
員)

が
支
え
あ
う
会
員
組
織
で
す
。

今
回
は
、
自
宅
で
の
託
児
や
送
迎
を
行

う
「
ま
か
せ
て
会
員
」
に
な
る
た
め
の

講
習
会
で
す
。
受
講
は
無
料
で
、
託
児

(

無
料)

も
行
い
ま
す
。

日
程

平
成
16
年
1
月
16
日
(金)
・
20
日

(火)
・
22
日
木
・
23
日
(金)
・
26
日

(月)
・
27
日
(火)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

※
　
26
日
の
み
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分
と
な
り
ま
す
。

会
場

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学

習
室
2(

大
谷
6
―

24)

▽
市
役

所
会
議
室

申
込
方
法

1
月
9
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
託
児
希
望
の

子
の
氏
名
、
年
齢
を
伝
え
る

※
　
詳
し
い
内
容
は
、
市
役
所
、
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
―

事
務
局
（
市
役
所
こ
ど
も
未
来

課
内
）

(

584)

7
7
0
0

(

584)

7
7
3
9

12
月
1
日
か
ら
、
有
料
道
路
の
障
害

者
割
引
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

利
用
者
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

改
正
内
容

▽
12
月
1
日
か
ら
割
引
証
の
廃
止

割
引
証
の
交
付
が
廃
止
さ
れ
、
代

わ
っ
て
車
両
ナ
ン
バ
ー
と
割
引
の
有

効
期
間
を
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
に
記
載
し
ま
す
。

※
　
現
在
交
付
し
て
い
る
割
引
証
は
、

FAX

平
成
16
年
5
月
31
日
ま
で
使
用
で
き

ま
す
。

▽
平
成
16
年
1
月
20
日
か
ら
E
T
C
で

も
割
引

E
T
C
利
用
者
も
割
引
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
事
前
登
録
が

必
要
で
す
。

手
続
き
方
法

次
の
も
の
を
持
参
す
る

▽
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

▽
自
動
車
検
査
証

▽
運
転
免
許
証
（
本
人
が
運
転
す
る
場

合
の
み
）

※
　
E
T
C
利
用
者
は
、
E
T
C
カ
ー

ド
（
原
則
と
し
て
障
害
者
本
人
名
義

の
も
の
）
と
E
T
C
車
載
器
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書
も
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
手
続
き
後
、

別
に
有
料
道
路
事
業
者
が
設
置
す
る

窓
口
で
の
事
前
登
録
も
必
要
で
す
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害

課
障
害
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

献
血
は
、
手
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。
希
望
者
に
は
血
液
検
査
も

行
い
ま
す
。
定
期
的
な
献
血
は
、
健
康

管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
。

日
時

12
月
26
日
(金)

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分
・

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場
所

市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
計
画
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

FAX FAX

み
ん
な
で
子
育
て
！

「
フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
か
す
が
」講
習
会

ご
協
力
く
だ
さ
い

愛
の
献
血

手
続
き
が
必
要
で
す

障
害
者
割
引
制
度
の
改
正

福
　
祉

子
育
て



食
物
繊
維
た
っ
ぷ
り
で
、
食
材

の
歯
ご
た
え
が
楽
し
め
る
一
品
で

す
。日

持
ち
す
る
の
で
、
お
正
月
料

理
な
ど
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

材
料
（
4
人
分
）

ニ
ン
ジ
ン
・
セ
ロ
リ
　
各
1/2
本

レ
ン
コ
ン
　
80
g

大
根
　
1
0
0
g

シ
ョ
ウ
ガ
　
50
g

ゆ
で
た
け
の
こ
　
50
g

ピ
ー
マ
ン
　
1
個

昆
布
　
15
cm
×
10
cm

漬
け
汁

▽
し
ょ
う
ゆ
　
大
さ
じ
4

▽
酒
　
大
さ
じ
2

▽
砂
糖
　
大
さ
じ
1
1/2

▽
赤
唐
辛
子
　
1
本

▽
昆
布
の
煮
汁
　
大
さ
じ
2
〜
3

作
り
方

①
昆
布
を
1
カ
ッ
プ
の
水
で
煮
た

後
、
5
mm
幅
の
千
切
り
に
す
る
。

（
昆
布
の
煮
汁
は
と
っ
て
お
く
）

②
赤
唐
辛
子
は
、
種
を
取
り
輪
切

り
に
す
る
。

③
セ
ロ
リ
は
筋
を
取
り
、
ピ
ー
マ

ン
は
種
を
取
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

1
・
5
cm
の
角
切
り
に
す
る

④
シ
ョ
ウ
ガ
は
千
切
り
に
し
、
そ

の
ほ
か
の
野
菜
は
5
mm
程
度
の

い
ち
ょ
う
切
り
に
す
る
。

⑤
鍋
に
漬
け
汁
の
材
料
を
入
れ
て

火
に
か
け
、
ひ
と
煮
立
ち
し
た

ら
①
〜
④
の
野
菜
を
入
れ
る
。

再
び
煮
立
っ
た
ら
火
を
止
め
る
。

⑥
冷
ま
し
て
容
器
に
具
を
入
れ
、

冷
め
た
煮
汁
を
注
ぎ
1
日
お
く
。

1
人
分
熱
量

73
kcal

(

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会)

今
月
の
健
康
料
理

中
華
風
福
神
漬
け

情
報
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県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
の
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
で

す
。

○
身
体
障
害
者
水
泳
教
室
3

対
象

身
体
障
害
者

日
程

1
月
17
日
〜
2
月
28
日
の
毎

週
土
曜
日(

全
7
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

20
人

○
障
害
児
親
子
体
操
教
室

対
象

小
学
生
の
身
体
障
害
者
と
そ

の
保
護
者

日
程

1
月
17
日
〜
2
月
28
日
の
毎

週
土
曜
日(

2
月
7
日
を
除

く
計
6
回)

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

定
員

10
組

○
知
的
障
害
者
水
泳
教
室
5(

レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
コ
ー
ス)

対
象

小
学
5
年
生
以
上
の
知
的
障

害
者

日
程

1
月
20
日
〜
3
月
2
日
の
毎

週
火
曜
日(

全
7
回)

時
間

午
後
6
時
〜
8
時

定
員

15
人

会
場

ク
ロ
ー
バ
―
プ
ラ
ザ(

原
町
3
―

1
―

7)

参
加
費

3
0
0
円(

傷
害
保
険
料
な

ど)

申
込
方
法

12
月
26
日
(金)(

必
着)

ま
で

に
市
高
齢
障
害
課
に
あ
る
申
込

書
を
直
接
持
参
す
る
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
す
る

※
　
い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会(

原
町
3
―

1
―

7)

(

582)

5
2
2
3

(

582)

5
2
2
8

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
（
レ
イ
ン

ボ
ー
く
ら
ぶ
）
は
、
母
子
家
庭
の
子
ど

も
た
ち
同
士
・
親
同
士
が
自
由
に
意
見

を
出
し
合
う
場
「
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」

と
「
お
か
あ
さ
ん
ク
ラ
ブ
」
を
行
い
ま

す
。

日
時

12
月
21
日
(日)

受
付
　
午
後
1
時
〜

会
場

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
（
昇

町
3
―

1
0
1
）

内
容

▽
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
「
音
楽
の

玉
手
箱
」（
午
後
1
時
30
分
〜
2
時

30
分
）

▽
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
「
ね
え
、
ね
え
、

ど
う
思
う
？
」

対
象
　
小
学
4
年
生
以
上
の
子
ど
も

▽
お
か
あ
さ
ん
ク
ラ
ブ
「
ち
ょ
っ
と
、

聞
い
て
…
」

対
象
　
母
子
家
庭
の
親

参
加
費

1
家
族
5
0
0
円

※
　
小
学
3
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対

象
に
託
児(

無
料)

を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法

12
月
19
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

FAX

○
母
子
寡
婦
福
祉
会
っ
て
何
？

市
内
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
以

前
母
子
家
庭
だ
っ
た
人
で
つ
く
る
会

で
、
全
国
の
各
市
郡
ご
と
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

毎
月
の
定
例
会
な
ど
で
意
見
を
出
し

合
い
、
県
や
国
へ
の
働
き
か
け
な
ど
母

子
家
庭
の
生
活
の
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

活
動
内
容
や
入
会
方
法
な
ど
は
、
母

子
会
が
運
営
す
る
白
水
大
池
公
園
の

「
虹
の
売
店
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
福
祉
会

（
白
水
大
池
公
園
虹
の
売
店
）

(

596)

9
9
2
5(

兼
用)

12
月
31
日
(水)
〜
1
月
4
日
(日)
は
ゴ
ミ

の
収
集
を
休
み
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、

ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
　
31
日
が
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
日
に

あ
た
る
地
区
の
み
、
30
日
に
振
り
替

え
て
収
集
し
ま
す
。

○
し
尿
く
み
取
り
の
休
み

12
月
29
日
(月)
の
正
午
〜
1
月
4
日
(日)

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

FAX
FAX

環
　
境

受
講
生
募
集

障
害
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

母
子
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
集
ま
れ
！

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
・
お
か
あ
さ
ん
ク
ラ
ブ

年
末
年
始（
12
月
31
日
〜
1
月
4
日
）

ゴ
ミ
収
集
休
み
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キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ
ウ
ス
の
操
作
が
困

難
な
重
度
肢
体
不
自
由
者
が
対
象
で

す
。

日
時

12
月
24
日
(水)
〜
26
日
(金)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
5
階

5
0
5
会
議
室
（
原
町
3
―

1

―

7
）

内
容

▽
周
辺
機
器
設
定

▽
タ
ッ
チ
練
習

▽
文
字
と
文
の
練
習

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
電
子
メ
ー
ル

定
員

10
人
（
申
込
先
着
順
）

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
障
害
者
社

会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
I
T
フ

レ
ン
ド
養
成
講
習
会
担
当

(

584)

6
0
6
7

(

584)

6
0
7
0

オ
リ
ジ
ナ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

か
ら
公
開
ま
で
の
講
習
会
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
を
使
用
し

ま
す
。

期
間

平
成
16
年
1
月
19
日
(月)
〜
23
日

FAX

(金)(

計
5
日)

時
間

午
後
1
時
〜
5
時

会
場

那
珂
川
町
商
工
会
館
（
那
珂
川

町
西
隈
1
7
7
―

1
）

定
員

20
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

1
万
円(

テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
　
受
講
料
納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に

つ
い
て
は
、
受
講
料
は
お
返
し
で
き

ま
せ
ん
。

申
込
方
法

12
月
16
日
(火)
〜
24
日
(水)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
訓
練
会

(

581)

3
5
5
7

(

581)

3
5
5
8

住
み
込
み
の
で
き
る
60
歳
以
下
の
健

康
な
人(

家
族
で
も
可)

を
対
象
に
、
公

民
館
の
管
理
人
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
内
容

公
民
館
の
施
設
管
理
な
ど

管
理
人
室
間
取

6
畳
・
4
畳
半(

和

室)

、
5
畳
（
洋
室
）

※
　
水
道
料
金
は
、
無
料
で
す
。

な
お
、
待
遇
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

ち
く
し
台
公

民
館

(

582)

7
2
5
4

FAX

軽
減
し
ま
す

入
院
時
の
自
己
負
担

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
住
民
税
が
非
課
税

の
世
帯
の
人
に
は
、
入
院
時
の
食
事
負
担
額
が
1
日
6

5
0
円
に
減
額
さ
れ
る
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
過
去
1
年
以
内
の
入
院
日
数
が
通
算
で
90
日

を
超
え
る
場
合
は
、
91
日
目
か
ら
1
日
5
0
0
円
に
減

額
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

高
齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
て
住
民
税
が
非
課
税
の

世
帯
の
人
に
は
、
入
院
時
の
食
事
負
担
額
が
1
日
6
5

0
円(

入
院
日
数
91
日
目
か
ら
1
日
5
0
0
円)

、
保
険

診
療
分
の
自
己
負
担
限
度
額
が
1
か
月
2
万
4

6
0

0
円
に
軽
減
さ
れ
る
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
一
定
所
得
以
下
の
人

は
、
食
事
負
担
額
が
1
日
3
0
0
円
、
保
険
診
療
分
の

自
己
負
担
限
度
額
が
1
か
月
1
万
5

0
0
0
円
と
な
り

ま
す
。

申
請
が
必
要
で
す

認
定
証
が
必
要
な
人
は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
申
請

後
に
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
た
場
合
は
、
そ
の
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
険
証

▽
印
鑑

▽
春
日
市
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証(

持
っ
て
い
る

人)

▽
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証(

す
で
に
持

っ
て
い
る
人
で
、
入
院
が
90
日
を
越
え
る
場
合
の
み)

▽
領
収
書
な
ど
入
院
期
間
を
証
明
す
る
も
の(

入
院
が
90

日
を
超
え
る
場
合
の
み)

▽
平
成
15
年
度
の
非
課
税
証
明
書(

平
成
15
年
1
月
2
日

以
降
に
転
入
し
て
き
た
人
の
み)

※
　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

1(

584)

１
１
１
１

5(

584)

１
１
４
１

国
保
い
ろ
い
ろ

講
演
・
講
座

春日市国民健康保険高齢受給者の入院時の自己負担額�

食事代標準負担額�
（１日当たり）�

入院時の保険診療分の自己負担限度額�
（１ヶ月当たり）�

一定以上所得世帯�

一般世帯�

90日までの�

入院�

1年以内の�

入院日数が�

91日目から�

住民税非課税世帯�

で一定所得以下�

住
民
税
非
課
税
世
帯�

780円�
40,200円�

24,600円�

15,000円�

72，300円＋1％ （40，200円）※�

650円�

500円�

300円�

※　「＋１％」は、かかった医療費の一定限度を超えた分の加算で、（　）内は、１年間に４回�
　以上該当した場合の限度額です。�

I
T
フ
レ
ン
ド
養
成
講
習
会

重
度
肢
体
不
自
由
者
コ
ー
ス

管
理
人
募
集

ち
く
し
台
公
民
館

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
応
用
実
践
講
座

募
　
集
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風
邪
を
ひ
き
や
す
い
冬
は
、
乳
幼

児
の
い
る
家
庭
に
と
っ
て
、
心
配
ご

と
が
増
え
る
季
節
で
す
。

冬
に
風
邪
を
ひ
き
や
す
い
の
は
な
ぜ
？

冬
は
、
寒
さ
と
乾
燥
で
、
感
染
を

防
ぐ
気
道
の
粘
膜
の
機
能
が
低
下
す

る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
は
低

温
・
乾
燥
を
好
む
の
で
、
寒
い
冬
に

活
動
が
盛
ん
に
な
る
た
め
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
風
邪

母
親
が
過
去
に
感
染
し
た
こ
と
の

な
い
種
類
の
風
邪
に
対
し
て
は
、
免

疫
が
な
い
の
で
生
後
6
カ
月
未
満
で

も
感
染
し
ま
す
。
特
に
、
生
後
3
カ

月
か
ら
3
歳
ま
で
は
よ
く
風
邪
を
ひ

き
ま
す
。

ま
た
、
免
疫
が
で
き
あ
が
る
の
は

10
歳
ご
ろ
な
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
風

邪
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

室
内
で
の
風
邪
予
防

▽
う
が
い
と
手
洗
い

外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
ま
ず
う
が

い
・
手
洗
い
を
し
て
、
家
庭
内
に

風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
を
広
げ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
衣
服
の
調
節

子
ど
も
は
代
謝
が
盛
ん
で
す
。

大
人
に
と
っ
て
快
適
な
温
度
で

も
、
厚
着
の
子
ど
も
は
た
く
さ
ん

汗
を
か
い
て
し
ま
い
ま
す
。

汗
を
か
い
た
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
体
が
冷
え
て
ウ
イ
ル
ス
に
負

け
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
室
内
の
湿
度
を
保
つ

室
内
で
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う
と
、
室

内
の
湿
度
が
40
％
以
下
に
な
り
ま

す
。加

湿
器
を
使
っ
た
り
、
部
屋
に

ぬ
れ
タ
オ
ル
を
干
す
な
ど
、
湿
度

を
保
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。（
快
適
な
湿
度
は
50
〜
60
％
）

▽
定
期
的
な
換
気

こ
ま
め
な
換
気
で
室
内
の
ウ
イ

ル
ス
を
追
い
だ
し
、
ウ
イ
ル
ス
の

濃
度
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

外
出
時
の
予
防
法

▽
外
出
は
暖
か
い
時
間
帯
に

▽
人
ご
み
は
な
る
べ
く
避
け
る

▽
出
か
け
る
場
所
に
合
わ
せ
た
重
ね

着
で
体
温
調
節

風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
ら
…

ま
ず
、
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
は
体

温
調
節
な
ど
の
体
の
機
能
が
未
発
達

の
た
め
、
風
邪
を
ひ
く
と
突
然
高
熱

を
出
し
た
り
、
朝
は
元
気
だ
っ
た
の

に
午
後
に
な
っ
た
ら
ぐ
っ
た
り
し
て

い
た
と
い
う
事
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

顔
色
や
表
情
、
食
欲
な
ど
、
症
状
の

変
化
を
よ
く
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
早
め
に
病
院
で
受
診
し
、

症
状
に
応
じ
た
治
療
を
受
け
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
十
分
な
睡
眠
と
脱
水
予
防

の
た
め
の
水
分
補
給
に
も
努
め
ま
し

ょ
う
。健康

課
　
保
健
師
　
岸
川
江
津
子

冬
の
風
邪
か
ら
守
る
に
は
…
　
〜
乳
幼
児
編
〜

受
験
料
、
授
業
料
は
い
ず
れ
も
無
料

で
す
が
、
選
考
試
験
が
あ
り
ま
す
。

○
福
岡
高
等
技
術
専
門
校

対
象

高
校
以
上
卒
業
者
（
見
込
み

を
含
む
）
で
、
原
則
と
し

て
30
歳
以
下
の
人

訓
練
科
名(

期
間)

▽
自
動
車
整
備
科
（
2
年
間
）

▽
空
調
シ
ス
テ
ム
科
（
1
年
間
）

▽
印
刷
デ
ザ
イ
ン
科
（
1
年
間
）

▽
電
子
計
算
機
科
（
1
年
間
）

▽
電
気
設
備
科
（
1
年
間
）

定
員

各
30
人
（
自
動
車
整
備
科
は

20
人
）

申
込
期
限

平
成
16
年
1
月
21
日
(水)

問
い
合
わ
せ
先

同
校

(

681)

0
2
6
1

(

681)

0
2
6
3

○
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

対
象

中
学
校
以
上
卒
業
者(

見
込

み
を
含
む)

で
18
歳
未
満
の

人

訓
練
科
名(

期
間)

▽
配
管
科
（
1
年
間
）

定
員

20
人

申
込
期
限

平
成
16
年
1
月
20
日
(火)

問
い
合
わ
せ
先

同
校

0
9
4
2(

32)

8
7
9
5

0
9
4
2(

32)

8
7
9
3

※
　
こ
の
ほ
か
に
も
各
種
訓
練
科
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

FAX

FAX

い
じ
め
や
差
別
、
暴
力
、
体
罰
、
名

誉
毀
損
、
近
隣
や
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
を
人

権
擁
護
委
員
が
受
け
ま
す
。

日
程
・
場
所

▽
平
成
16
年
1
月
6
日
(火)

春
日
市
役

所
▽
1
月
8
日
(木)

大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
―(

大
野
城
市
曙
町
2
―

2
―

1)

▽
1
月
20
日
(火)

太
宰
府
市
役
所(

太

宰
府
市
観
世
音
寺
1
―

1
―

1)

▽
1
月
28
日
(水)

筑
紫
野
市
山
家
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
筑
紫
野
市

山
家
2
8
5
0
―

1
）

相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

受
診
期
限

平
成
16
年
2
月
27
日
(金)

(

土
・
日
曜
日
、
年
末
年
始
を

FAX

除
く)

時
間

午
前
9
時
〜
11
時
・
午
後
1
時

〜
3
時

場
所

福
岡
結
核
予
防
セ
ン
タ
ー(

福

岡
市
中
央
区
大
名
2
―

4
―

7)

問
い
合
わ
せ
先

県
保
健
福
祉
部
健
康

対
策
課
保
健
事
業
係

(

643)

3
2
7
0

(

643)

3
2
7
1

市
報
か
す
が
12
月
１
日
号
15
ペ
ー
ジ

の「
な
る
ほ
ど
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
」で
、
問

４
の
答
え
が
紙
面
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
全
員

正
解
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

FAX

こ
ん
に
ち
は
　 

健
師
で
す�

生
徒
募
集

高
等
技
術
専
門
校

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

筑
紫
地
区
特
設
人
権
相
談
所

原
爆
被
爆
者
二
世
対
象

無
料
健
康
診
断

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す

12/1
号「
な
る
ほ
ど
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
」

相
　
談

そ
の
他
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今
年
を
振
り
返
っ
て
…

今
号
は
今
年
最
後
の
市
報
か
す
が
。

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
１
年
間
は
ど

ん
な
年
で
し
た
か
▼
私
に
と
っ
て
今
年

は「
挑
戦
」の
年
で
し
た
。
ダ
イ
ビ
ン
グ

の
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
な
ど
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
も
で
す
が
、
一
番
の「
挑
戦
」は
、

5/1
号
か
ら
の
市
報
の
刷
新
で
し
た
▼
ま

ず
、
表
紙
を
全
面
写
真
に
。
写
真
を
大

き
く
す
る
こ
と
で
迫
力
を
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
カ
メ
ラ
の
腕
が
未

熟
な
私
は
、
い
つ
も
苦
し
め
ら
れ
て
い

ま
す
▼
ま
た
、
表
紙
以
外
の
紙
面
の
色

を
４
カ
月
毎
に
変
え
て
、
季
節
感
を
演

出
。
今
の
オ
レ
ン
ジ
色
は
、
み
な
さ
ん

か
ら
、「
見
や
す
い
」と
い
う
声
も
あ
っ
た

半
面「
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
」と
い
う
お

叱
り
の
声
も
…
。
同
じ
色
で
も
、
人
に

よ
っ
て
見
え
方
が
違
う
こ
と
を
勉
強
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
を
し
ま
し
た
▼「
挑
戦
」に

失
敗
は
付
き
物
と
は
い
え
、
や
は
り
失

敗
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
本
当
に
落

ち
込
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
を
勇
気
付

け
て
く
れ
た
の
は
、
み
な
さ
ん
の「
が
ん

ば
っ
て
ね
」の
声
。
そ
し
て
、「
も
っ
と
こ

う
し
た
ほ
う
が
」と
い
う
ご
意
見
は
、
本

当
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
▼
今
年
も
、

無
事
24
号
発
行
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

「
親
し
ま
れ
、
役
に
立
つ
広
報
紙
」を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
来
年
も
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○川

相　　談�

市無料法律相談(月1回)
12月17日(水)・1月21日(水)・2月

18日(水) 受付8時50分 定員15人
(9時の抽選で決定) 市役所2階市民相
談室 (584)1111

商工会無料法律相談
1月7日(水)・2月4日(水) 受付8時

30分～(窓口先着6人) 相談13～15
時 春日市商工会 (581)1407

県無料法律相談
毎週金曜日 13～16時 電話予約

が必要(先着6人) 県民相談室(県庁
内) (651)1234

有料法律相談
月～金曜日10～19時 土・日・祝

日10～13時 1人30分程度で料金は
5,250円 電話予約が必要 天神弁護
士センター (741)3208

県交通事故相談
月～金曜日 9～17時 県交通事

故相談所(県庁内) (622)0403

県巡回交通事故相談
毎月第2火曜日 受付10～15時

市役所2階市民相談室(1月13日は206
会議室) (584)1111

交通事故被害者電話相談
月～金曜日 9時30分～16時(12時

30分～13時は休み) 交通事故被害者
サポートセンター (741)2270

犯罪被害者の電話相談
毎週火曜日 16～19時 天神弁護

士センター (738)8363▽
� ▽
�

▽
�

▽
�

▽
� ▽
�▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
� ▽
�

▽
�

▽
�

▽
� ▽
�

▽
� ▽
� ▽
�

▽
�

▽
� ▽
� ▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
� ▽
� ▽
�

▽
�

▽
� ▽
� ▽
�

▽
�▽
�

痴ほう相談
12月19日(金)・1月16日(金) 14

～18時 かすがの郷在宅介護支援セ
ンター (595)8188

福岡県障害者110番
月曜日を除く毎日 9～16時 県

クローバープラザ内 (584)0039
(584)3354

聴覚障害者のためのFAX悩み相談

月～金曜日9～18時・土曜日9～13

時 福岡いのちの電話 (721)

4343

春日市消費生活相談
毎週月・木曜日 10～15時 市役

所2階市民相談室 (584)1111

福岡県消費生活相談
月～金曜日 9～17時 消費生活

センター (632)0999

クレジット・サラ金電話相談
毎週月～金曜日 18～20時 福岡

県司法書士会 (722)4131

心配ごと相談
毎週水曜日 10～15時 春日市社

会福祉センター4階 (581)7225

不安・悩み電話相談
24時間いつでも可 福岡いのちの

電話 (741)4343

不動産相談
毎月第1・3木曜日 13～16時

県民相談室(県庁内) 電話予約が必
要 (651)1234

住宅相談
月～金曜日 10～17時 住宅情報

プラザ福岡(県建築住宅センター内)
(725)0876
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�家庭児童相談

毎週月～金曜日 8時30分～17
時 市役所こども未来課家庭児童相談
室 (584)1111

小・中学生のための悩み電話相談
毎週月・水・金曜日 8時30分～17

時 ヤングテレホン (584)1140

子ども・家庭電話相談
年末年始を除く毎日 9時～17時

30分 県看護等研究研修センター
(733)8400

子どもの人権110番(電話相談)
毎週土曜日 12時30分～3時30

分 天神弁護士センター (752)
1331

特設人権相談(月1回)
1月6日(火)・2月3日(火) 10～15

時 市役所2階市民相談室 (584)
1111

人権相談
月～金曜日 8時30分～17時 福

岡法務局筑紫支局 (922)2881

夫や恋人からの暴力、セクハラの相談
月～金曜日 10～17時 ちくし女

性ホットライン (513)7335

女性のための総合相談
月曜日を除く毎日 受付9時30分～

15時30分 あすばる相談室(県クロー
バープラザ内) (584)1266

性犯罪などの電話相談
月～金曜日 8時30分～17時15

分 福岡県警ミズ・リリーフ・ライン
(632)7830

シルバー110番
月曜日を除く毎日 9～16時 県

クローバープラザ内 (584)3344▽
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法律相談

子どもに関する相談 痴ほう相談

障害者のための相談

消費生活相談

悩みの相談

土地・建物の相談

人権についての相談

女性のための相談

高齢者のための相談

交通事故相談

犯罪被害の相談

このコーナーの詳しいことは、各窓
口にお尋ねください。



市 の 人 口

●市の人口 108,880人

女 55,428人　男 53,452人

●世 帯 数 42,341世帯

市
報
か
す
が

12
月
15
日
号

第
７
７
１
号

発
　
行
／
春
日
市
役
所

〒
8
1
6
―

8
5
0
1
福
岡
県
春
日
市
原
町
3
丁
目
1
番
地
5

1
0
9
2（
5
8
4
）1
1
1
1

編
　
集
／
春
日
市
役
所
情
報
政
策
課
広
報
担
当

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スh

ttp
://w
w
w
.city.kasu

g
a.fu
ku
o
ka.jp

/

印
　
刷
／
コ
ロ
ニ
ー
印
刷

11月23日「あおぞらクラブ舎落
成式」の様子。立派なログハウス
に子どもたちは大喜び。元気な声
が響いていました。

表
紙
の
写
真

須玖
す ぐ

唐梨
とうなし

遺跡（須玖北4丁目）
から出土した、石製とガラス製
の装身具です。今から1900年
ほど前（弥生時代後期）に作ら
れたと考えられます。
当時、このような装身具は、

限られたごく一部の人しか持て
ませんでした。おそらく奴国の
有力者が身につけていたのでし
ょう。

（奴国
な こ く

の丘歴史資料館）

装身具

(11/15現在)

レジ袋を断ってゴミ減量に一役買う「手作り

マイバッグ」と「推進ロゴマーク」コンテストの

優秀作品が決まりました。

環境に関心を持つ市民グループ「スマートライフ研究会」が募集したもの

で、マイバッグは中垣
なかがき

登美子
と み こ

さん、ロゴマークは梅崎
うめざき

広子
ひろこ

さんの作品が選

ばれました。

バッグは、カーテンを再利用し、店内かごに入る大きさで、移し変える

手間を省く工夫が。一方、ロゴマークは、「クローバーを人の心の集まりに

見立て、協力して豊かな地球を残せるように」との夢が託されています。

同研究会の中島
なかしま

幸子
さちこ

さんは「ゴミ減量の意識改革のため、私もマイバッ

グを活用します」と張り切っています。

ゴミ減量に一役買う　マイバッグと推進ロゴマーク決定

人権の花「ひまわり」を種から育て、この秋大きな花を咲かせた

春日小学校の3年生に、このほど、福岡県人権擁護委員協議会から

感謝状が贈られました。

手間隙
ひま

かけて大事に育てることで、子どもたちに命の大切さや思

いやりの気持を学んでもらおうと、毎年、市内の小学校で順番に体

験してもらっているもの。

この日、感謝状とともにドッジボールなどの記念品を贈られた子

どもたちは、「咲いた花から、植えた時と同じ種がたくさん取れたのに感激しました」と、感想を述べました。

春日北小学校放課後児童クラブ「あおぞらクラブ（平成元年開所・

69人在籍）｣のクラブ舎が完成し、11月23日に落成式が行われました。

完成したクラブ舎は、木の香りが漂う2階建てのログハウス。窓も

大きく、明るく温かい建物です。

式典で、｢大切に使って、楽しいクラブ舎にしてください」との井上

市長の言葉に、子どもたちは元気な歌でお礼をしました。

今回のクラブ舎の完成で、市内小学校の放課後クラブ舎のログハ

ウスへの建て替えは終了。今後もログハウスからは、子どもたちの

元気な声が聞こえてくることでしょう。

人権の花ひまわり　今年は春日小学校で開花

待ちに待った完成！　春日北小あおぞらクラブ舎落成式

左
か
ら
中
垣
、
梅
崎
、
中
島
さ
ん

▲

ロ
ゴ
マ
ー
ク

▲

完
成
を
祝
っ
て
鏡
割
り

▲

▲水やりを欠かさず、大切に育てたよ


